
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　出力 の変倍処理が可能な画像処理装置であって、
　第１の での出力画像及び前記第１の での出力画像の出力位置を保持すると
ともに、 第２の での出力画像及び前記第２の で
の出力位置を保持する保持手段と、
　
　前記保持手段に保持された第１及び第２の 間の出力画像の変化割合より

倍率に対応した出力画像を生成する画像生成手段と、
　前記保持手段に保持された第１及び第２の 間の出力画像位置の変化割合より

倍率に対応した出力画像描画位置を決定する画像生成位置決
定手段と、
　前記画像生成手段で生成した出力画像を前記画像生成位置決定手段での 位
置に描画する画像描画手段とを備え、
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画像
サイズ サイズ
前記第１のサイズより大きい サイズ サイズ

前記出力画像を出力すべきサイズに変倍するための変倍倍率を指定する指定手段と、
サイズ 、前記指

定手段で指定された変倍
サイズ 、前

記指定手段で指定された変倍

出力画像描画

前記出力画像を出力すべきサイズとして、前記第１及び第２のサイズ間以外のサイズに
変倍する変倍倍率が前記指定手段で指定された場合は、前記第２のサイズから出力装置の
出力可能範囲までの間の範囲では、前記第１及び第２サイズ間の出力画像描画位置の第１
変化割合を、前記出力画像描画位置が前記出力可能範囲外とならないような、サイズ０の
出力画像描画位置より前記第２のサイズの出力画像描画位置を結ぶ直線の延長線上位置を
出力画像描画位置にする第２変化割合に制御する



　ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　

　
　ことを特徴とする請求項１記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記描画手段 出力画像は、フレーム であり、
　前記フレーム に、はめ込み情報をはめ込むはめ込み手段を
　ことを特徴とする請求項２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記はめ込み手段によるはめ込み後に、前記フレーム 倍率が

場合に前記画像生成位置決定手段 描画位置の移動に
応じて、前記はめ込み情報のはめ込み位置を変更し、前記フレーム情報とのはめ込み位置
関係を保持する
　ことを特徴とする請求項３記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記はめ込み手段は、前記はめ込み情報が画像情報である場合には、前記フレーム
のサイズの変化にかかわらず、該はめ込み情報の変更は行なわず、はめ込み情報中の前記
フレーム 内に含む画像のみを該はめ込み情報として、前記フレーム
　ことを特徴とする請求項４記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記はめ込み手段は、前記はめ込み情報が文字情報である場合には、前記フレーム
内に全ての文字情報
　ことを特徴とする請求項４又は請求項５のいずれかに記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記はめ込み手段は、前記文字情報の１行 情報が前記フレームよりはみ出す場
合には、前記フレーム 内に納まるように

改行してはめ込む
　ことを特徴とする請求項６記載の画像処理装置。
【請求項８】
　第１の での出力画像及び前記第１の での出力画像の出力位置を保持すると
ともに、 第２の での出力画像及び前記第２の で
の出力位置を保持する保持手段を備え、出力 の変倍処理が可能な画像処理装置におけ
る画像処理方法であって、
　
　前記保持手段に保持された第１及び第２の 間の出力画像の変化割合より

倍率に対応した出力画像を生成する画像生成工程と、
　前記保持手段に保持された第１及び第２の 間の出力画像位置の変化割合より

倍率に対応した出力画像描画位置を決定する画像生成位置決
定工程と、
　前記画像生成工程で生成した出力画像を前記画像生成位置決定工程での 位
置に描画する画像描画工程とを備え、
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前記保持手段は、複数の出力画像を保持し、該複数の出力画像それぞれに対して、第１
のサイズでの出力画像及び前記第１のサイズでの出力画像の出力位置を保持するとともに
、前記第１のサイズより大きい第２のサイズでの出力画像及び前記第２のサイズでの出力
位置を保持し、

前記指定手段による指定は、前記複数の出力画像から選択された出力画像に対して行う

で描画する 画像
画像 更に備える

画像に対する変倍 前記指定
手段で指定された で決定する出力画像

画像

画像 画像内にはめ込む

画像
が納まるようにはめ込む

分の文字
画像 、前記文字情報中のはみ出る最初の行の文字

列をはみ出ない位置で

サイズ サイズ
前記第１のサイズより大きい サイズ サイズ

画像

前記出力画像を出力すべきサイズに変倍するための変倍倍率を指定する指定工程と、
サイズ 、前記指

定工程で指定された変倍
サイズ 、前

記指定工程で指定された変倍

出力画像描画

前記出力画像を出力すべきサイズとして、前記第１及び第２のサイズ間以外のサイズに
変倍する変倍倍率が前記指定工程で指定された場合は、前記第２のサイズから出力装置の
出力可能範囲までの間の範囲では、前記第１及び第２サイズ間の出力画像描画位置の第１
変化割合を、前記出力画像描画位置が前記出力可能範囲外とならないような、サイズ０の
出力画像描画位置より前記第２のサイズの出力画像描画位置を結ぶ直線の延長線上位置を



　ことを特徴とする画像処理方法。
【請求項９】
　

　
　ことを特徴とする請求項８記載の画像処理方法。
【請求項１０】
　前記描画工程 出力画像は、フレーム であり、
　前記フレーム に、はめ込み情報をはめ込むはめ込み工程を
　ことを特徴とする請求項９に記載の画像処理方法。
【請求項１１】
　前記はめ込み工程によるはめ込み後に、前記フレーム 倍率が

場合に前記画像生成位置決定工程 描画位置の移動に
応じて、前記はめ込み情報のはめ込み位置を変更し、前記フレーム情報とのはめ込み位置
関係を保持する
　ことを特徴とする請求項１０記載の画像処理方法。
【請求項１２】
　前記はめ込み工程は、前記はめ込み情報が画像情報である場合には、前記フレーム
のサイズの変化にかかわらず、該はめ込み情報の変更は行なわず、はめ込み情報中の前記
フレーム 内に含む画像のみを該はめ込み情報として、前記フレーム
　ことを特徴とする請求項１１記載の画像処理方法。
【請求項１３】
　前記はめ込み工程は、前記はめ込み情報が文字情報である場合には、前記フレーム
内に全ての文字情報
　ことを特徴とする請求項１１又は請求項１２のいずれかに記載の画像処理方法。
【請求項１４】
　前記はめ込み工程は、前記文字情報の１行 情報が前記フレームよりはみ出す場
合には、前記フレーム 内に納まるように

改行してはめ込む
　ことを特徴とする請求項１３記載の画像処理方法。
【請求項１５】
　請求項１乃至請求項７のいずれか１項に記載の機能を、コンピュータに実現させるため
のプログラムを記憶したコンピュータ読取可能な記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は出力情報の変倍処理が可能な画像処理装置及び方法に関し、例えば、文字枠や図
形や画像を縁取る枠を描画する際、あるいは、グループ化図形を描画する際に、効果的な
編集を可能とする画像処理装置及び方法に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
文書と共に図形や画像を表示する機能を有する文書作成装置や、画像システムにおいて、
文字枠や図形や画像を縁取る枠や、グループ化図形のサイズを変更した場合、サイズ変更
後の図形はサイズ変更の割合に応じた比例的な変化をしていた。
【０００３】
例えば、倍率が２倍になれば枠の幅も２倍になり、枠の幅が倍率１倍の時に１ｃｍであれ
ば、２倍の時には２ｃｍとなっていた。
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出力画像描画位置にする第２変化割合に制御する

前記保持手段は、複数の出力画像を保持し、該複数の出力画像それぞれに対して、第１
のサイズでの出力画像及び前記第１のサイズでの出力画像の出力位置を保持するとともに
、前記第１のサイズより大きい第２のサイズでの出力画像及び前記第２のサイズでの出力
位置を保持し、

前記指定工程による指定は、前記複数の出力画像から選択された出力画像に対して行う

で描画する 画像
画像 更に備える

画像に対する変倍 前記指定
工程で指定された で決定する出力画像

画像

画像 画像内にはめ込む

画像
が納まるようにはめ込む

分の文字
画像 、前記文字情報中のはみ出る最初の行の文字

列をはみ出ない位置で



この従来の変倍処理による描画の例を図１７に示す。例えば、上段の９０に示す枠を拡大
する処理を行うと、例えば図１７の下段に示すように枠の大きさ、枠の幅等もそのままの
倍率で太くなってしまう。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、枠の幅等は中に入る文字や画像の種類やサイズにより適した幅が有り、特に文字
の場合など、枠が大きくなって中に入る文字数が多くなった場合に、枠の幅も枠の大きさ
に従って太くなっては、中の文字とのバランスが崩れてしまうことにもなる。
【０００５】
このように、従来においては、文字枠や図形や画像を縁取る枠や、グループ化図形である
場合に、サイズを変更した時にサイズ変更に応じた比例的な変化をしていたため、その枠
やグループ化図形の持つ本来の意図にそぐわない状態となり、違和感が生じていた。
本発明は上述した課題を解決することを目的としてなされたもので、例えば、文字枠や図
形や画像を縁取る枠や、グループ化図形を、オブジェクト集合体として捉え、このオブジ
ェクト集合体のサイズを変更した場合に、その枠やグループ化図形に対して位置付けた意
図に沿った、違和感の無いオブジェクト集合体の描画処理を行う、オブジェクトによって
構造化されたオブジェクト集合体を処理する画像処理装置及び方法を提供することを目的
とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
上述した課題を解決する一手段として例えば以下の構成を備える。
即ち、出力情報の変倍処理が可能な画像処理装置であって、第１の大きさでの出力画像及
び前記第１の大きさでの出力画像の出力位置を保持するとともに、第２の大きさでの出力
画像及び前記第２の大きさでの出力位置を保持する保持手段と、前記保持手段に保持され
た出力画像のうちより所望の情報を選択するとともに、選択情報の出力すべき大きさを指
定する選択手段と、前記選択手段で選択された画像の前記保持手段に保持された第１及び
第２の大きさ間の出力画像の変化割合より出力倍率に対応した出力画像を生成する画像生
成手段と、前記選択手段で選択された画像の前記保持手段に保持された第１及び第２の大
きさ間の出力画像位置の変化割合より出力倍率に対応した出力画像描画位置を決定する画
像生成位置決定手段と、前記画像生成手段で生成した出力画像を前記画像生成位置決定手
段での決定位置に描画する画像描画手段とを備えることを特徴とする。
【０００７】
そして例えば、出力すべき画像の選択は前記保持手段に保持された前記第１の大きさの画
像より選択することを特徴とする。あるいは、前記描画手段は表示装置の表示画面上に出
力画像を描画することを特徴とする。
又例えば、更に、前記描画手段での描画情報を１ページ単位に永久可視表示する出力装置
に出力する出力手段を備えることを特徴とする。あるいは、前記描画手段は印刷装置への
印刷情報として出力画像を描画することを特徴とする。
【０００８】
更に例えば、前記描画手段による描画出力画像は画像情報のフレーム情報であり、前記フ
レーム情報中にはめ込むはめ込み情報を指定する指定手段と、前記指定手段の指定はめ込
み情報を前記フレーム情報のフレーム中にはめ込むはめ込み手段とを備えることを特徴と
する。あるいは、前記はめ込み手段によるはめ込み後に前記選択手段によるフレーム情報
の描画倍率を変更可能とし、はめ込み後に前記フレーム情報の描画倍率を変更した場合に
は、前記画像生成位置決定手段による描画位置の移動に比例して前記はめ込み情報のはめ
込み位置を変更し、前記フレーム情報とのはめ込み位置関係を保持することを特徴とする
。
【０００９】
また例えば、前記はめ込み手段は、前記指定手段による指定はめ込み情報が画像情報であ
る場合には、前記選択手段による出力すべきフレーム情報の大きさの変化にかかわらずは
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め込み情報の変更は行なわず、はめ込み情報中の前記フレーム情報のフレーム内に相当す
る画像のみをフレーム内にはめ込み情報として描画することを特徴とする。あるいは前記
はめ込み手段は、前記指定手段による指定はめ込み情報が文字情報である場合には、前記
選択手段による出力すべきフレーム情報で示されるフレーム内に全ての文字情報を表示さ
せることを特徴とする。
【００１０】
更に例えば、前記はめ込み手段は、文字情報の前記選択手段による選択時の文字の大きさ
では１行の情報が前記フレームよりはみ出す場合には、前記フレーム内に納まるように自
動改行してはめ込むことを特徴とする。
あるいは又例えば、前記選択手段による選択出力画像に対する前記画像生成位置決定手段
による描画位置の移動により描画位置が出力装置の出力可能範囲外とならないように、出
力可能範囲の縁部近傍では、第１及び第２の大きさ間の出力画像位置の変化割合に対応し
た出力画像描画位置の移動量を圧縮することを特徴とする。
【００１１】
または、文字や図形を処理する文書処理手段あるいは画像を処理する画像処理手段で生成
されたオブジェクトの集合体を描画処理する画像処理装置であって、前記オブジェクトの
集合体は、一つ以上のオブジェクトで構成されており、各オブジェクトのそれぞれは当該
オブジェクトにサイズ変更を加えた場合の展開方法に関する個別に設定できる描画処理の
ための属性を備え、前記オブジェクトの集合体を構成するオブジェクトを編集する編集手
段と、前記オブジェクト毎の属性をもとに描画を行うオブジェクト描画手段と、前記オブ
ジェクト集合体のサイズを変更するサイズ変更手段と、前記サイズ変更手段によるサイズ
の変更に対応して前記オブジェクト集合体の新たなサイズ情報を発生する発生手段と、前
記発生手段の発生するサイズ情報に従って前記オブジェクト集合体を構成する個々のオブ
ジェクトの持つ描画属性をもとに各オブジェクトにおいて新たな描画属性を決定する決定
手段とを備え、前記オブジェクト描画手段は、更に決定手段により決定されたオブジェク
トの持つ属性をもとに描画を行うことを特徴とする。
【００１２】
そして例えば、前記編集手段は、前記オブジェクトの集合体を構成するオブジェクトの編
集機能として文字や文字列を編集することが可能であることを特徴とする。あるいは、前
記編集手段は、前記オブジェクトの集合体を構成するオブジェクトの編集機能として図形
を編集することが可能であることを特徴とする。
【００１３】
【発明の実施の形態例】
以下、本発明に係る一発明の実施の形態例を図面を参照して詳細に説明する。以下の説明
は、本実施の形態例をオブジェクトによって構造化されたオブジェクトの集合体の描画処
理システムに適用した例を説明する。
（第１の実施の形態例）
図１は本発明に係る一発明の実施の形態例を示す全体の概略ブロック図である。図１にお
いて、１１は文字や枠サイズなどを入力するキーボードやマウス等の入力装置であり、他
に画像情報などを入力するため画像入力部を備えていてもよい。この画像入力部としては
、画像情報を記憶した磁気ディスクを読み取り可能なディスク装置や、原稿画像を読み取
る読み取り装置等、任意の入力装置とすることができる。又、通信媒体を介して他の情報
処理装置より処理画像や処理文書情報を受け取るものであっても良い。
【００１４】
１２はオブジェクトの集合体を描画処理する文書作成装置や画像システムにおける編集処
理装置（中央演算処理装置）、１３はディスプレイ等の表示装置、１４はプリンタ等の印
刷処理装置、１５はオブジェクトデータ等を格納するデータ記憶装置である。
以上の構成において、編集処理装置１２は、入力装置１１より入力した画像情報、文字情
報、枠情報等をオブジェクトとして取扱い、これらのオブジェクトを例えばデータ記憶装
置１５に登録しておき、構造化されたオブジェクトの集合体として描画処理して表示装置
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１３の表示画面に表示するとともに、印刷処理装置１４より印刷出力する。
【００１５】
そして、編集処理装置１２は、データ記憶装置１５に記憶されている、あるいは表示装置
１３に表示されているオブジェクトの表示あるいは印刷出力する大きさ（サイズ）を入力
装置１１よりの指示入力により自由に変更することが可能である。このサイズの変更の詳
細は後述する。
図２は、本実施の形態例におけるオブジェクト集合体の一例である４つのオブジェクトで
構成されたウインドウの例を示す図である。図２に示す例においては、横方向（ｘ軸方向
）のみのサイズ変更を行なった場合について、サイズ変更前とサイズ変更後の状態につい
て、表示装置１３に描画された表示状態を示している。上段がサイズ変更前の状態を、下
段にサイズ変更（拡大）後の状態を示している。
【００１６】
なお、図２においてサイズ変更前後のウインドウ位置は、説明をわかりやすくするために
意図的に下方に動かしているが、表示装置１３に表示されるウインドウの基準位置は変わ
らない。
図２において、２０はサイズ変更前の外枠ウインドウとしてのオブジェクト、Ｗ２０は外
枠ウインドウ２０の幅、２１は外枠ウインドウ２０を構成するオブジェクトの一つである
左側部分のオブジェクト、Ｘ２１は左側部分のオブジェクト２１の描画属性の一つである
左端からのオブジェクト２１の位置座標、Ｗ２１は左側部分のオブジェクト２１の描画属
性の一つであるオブジェクト２１の幅である。
【００１７】
また、２２は外枠ウインドウ２０を構成するオブジェクトの一つである中側部分のオブジ
ェクト、Ｘ２２は中側部分２２の描画属性の一つである左端からのオブジェクト２２の位
置座標、Ｗ２２は中側部分２２の描画属性の一つであるオブジェクト２２の幅である。
２３は外枠ウインドウ２０を構成するオブジェクトの一つである右側部分のオブジェクト
、Ｘ２３は右側部分２３の描画属性の一つである左端からのオブジェクト２３の位置座標
、Ｗ２３は右側部分２３の描画属性の一つであるオブジェクト２３の幅である。
【００１８】
２４はサイズ変更後の外枠ウインドウとしてのオブジェクト、Ｗ２４はサイズ変更後の外
枠ウインドウ２４の幅、２５はサイズ変更後の外枠ウインドウ２４を構成するオブジェク
トの一つである左側部分のオブジェクト、Ｘ２５はサイズ変更後の外枠ウインドウ２５の
描画属性の一つである左端からのオブジェクト２５の位置座標、Ｗ２５はサイズ変更後の
外枠ウインドウ２５の描画属性の一つであるオブジェクト２５の幅である。
【００１９】
２６はサイズ変更後の外枠ウインドウ２４を構成するオブジェクトの一つである中側部分
のオブジェクト、Ｘ２６は中側部分２６の描画属性の一つである左端からのオブジェクト
２６の位置座標、Ｗ２６は中側部分２６の描画属性の一つであるオブジェクト２６の幅で
ある。
２７は変更後の外枠ウインドウ２４を構成するオブジェクトの一つである右側部分のオブ
ジェクト、Ｘ２７は右側部分２７の描画属性の一つである左端からのオブジェクト２７の
位置座標、Ｗ２７は右側部分２７の描画属性の一つであるオブジェクト２７の幅である。
【００２０】
図３は図２の処理における編集処理装置１２の制御フローチャートの一例を示す図である
。以下、図２及び図３を参照して本実施の形態例におけるオブジェクトのサイズ変更処理
を説明する。以下の説明は図３に示す処理の流れに沿って行う。
まず、処理すべき対象のオブジェクトを表示装置の表示画面に表示させる。これは、例え
ばデータ記憶装置に記憶されている各種の枠情報中より入力装置１１より図２に示す枠を
選択する。この選択は、データ記憶装置１５に記憶されている各種の枠情報、画像情報、
及び文書情報等より順次所望の情報を選択していけば良い。例えばデータ記憶装置１５に
記憶されている情報を特定のグループ毎に特定可能な大きさで多数表示し、入力装置１１
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より所望のものを順次選択することにより行えば良い。
【００２１】
この様にして選択された、あるいは選択途中で、既に選択された情報の表示サイズ（印刷
出力サイズ）を変更する必要が生じると図３に示す処理に移行する。まずステップＳ３１
で表示装置１３に表示中の図２の上段に示す外枠ウインドウ２０の右端部分をマウスで引
っ張りサイズ変更を行う。
サイズの変更指示が行われるとステップＳ３２の処理に進み、サイズ変更が行われたオブ
ジェクト群全てに対するオブジェクトとの描画属性の決定が終了したか否かを調べる。最
初は全てのオブジェクト属性の決定が終了していないためステップＳ３２よりステップＳ
３３に進み、変更したサイズでのウインドウを構成する一つひとつのオブジェクトに対し
て、オブジェクトが各々保持している属性によって、集合体のサイズ変更に応じた新たな
属性を決定する。そしてステップＳ３２に戻る。
【００２２】
例えば、図２のオブジェクト２１を見ると、サイズ変更差分（ｗ２４－ｗ２０）と変更前
のサイズｗ２０との比率（α）により、オブジェクト２１のサイズｗ２１は属性ｆ 21ｗ（
α）にて決定され、描画位置は属性ｆ 21ｘ（α）によって決定される。その他のオブジェ
クトにおいても、個々の属性に応じて決定される。
このようにして全てのオブジェクトについて一つひとつの属性を決定し、全てのオブジェ
クトについて属性を決定したならばステップＳ３２よりステップＳ３４に進み、新たに決
定された属性によって全てのオブジェクトを描画する。
【００２３】
なお、新たな属性によるオブジェクトの描画は、図３に示すフローチャートに示すように
、全ての属性が決定した後でまとめて全てのオブジェクトを描画する方法だけでなく、一
つひとつ属性を決定すると即座に描画する方法も考えられる。
図２においては、横方向（ｘ方向）のサイズ変更のみの例を挙げているが、縦方向（ｙ方
向）も組み合わせることにより、様々な位置に様々な大きさのオブジェクトを、ウインド
ウ内に意図的に配置できる。
【００２４】
この様に、例えば枠を多数のオブジェクトの集合群として表わし、各枠の構成要素である
オブジェクト毎に描画属性を付随させ、枠の大きさを変更する場合に、枠の各構成要素毎
に独立した描画特性をもたせることができ、オブジェクト毎の描画属性を適切に設定して
おくことにより、オブジェクト集合体のサイズが変更された場合に、オブジェクト集合体
を構成する各オブジェクトが保持しているサイズ変更を加えた場合の各々の持つ属性に基
づいた描画を行った結果として、オブジェクトの位置や大きさについて、オブジェクト集
合体の持つ意図から、何ら違和感の無い描画を行うことができる。
【００２５】
以下、本実施の形態例における等のオブジェクト群の大きさを変更する場合における各オ
ブジェクト毎の独立した描画属性の決定方法を説明する。図４は本実施の形態例における
サイズ変更時の属性の決定方法を説明するための図である。図４の例は、オブジェクト集
合体の一例として、３つのオブジェクトで構成されたウインドウの例である。図４の例に
おいては、横方向（ｘ軸方向）と縦方向（ｙ軸方向）を組み合わせたサイズ変更を行った
場合についての第１のサイズにおける例と第２のサイズにおける例、及び第１の例と第２
の例の中間のサイズに変倍指定された場合の表示装置１３に描画される表示状態を示して
いる。
【００２６】
なお、以下の説明はわかりやすくするため横方向（ｘ軸方向）のオブジェクトの動きに絞
って説明する。但し、縦方向（ｙ軸方向）についても略同様の動きである。なお、図４に
おいては、各々のウインドウ位置は、説明をわかりやすくするために意図的に右上方に動
かしているが、表示装置１３に表示される各ウインドウの基準位置は変わらない。
【００２７】
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図４において、４１が第１のサイズにおける描画属性による表示例であり、ｘ軸方向の基
準値（ｘ１）におけるウインドウとしてのオブジェクトの例である。４２が第２のサイズ
における描画属性による表示例であり、ｘ軸方向の基準値（ｘ２）におけるウインドウと
してのオブジェクトの例である。また、４３が第１の例と第２の例の中間のサイズに変倍
指定された場合の表示装置１３に描画される表示状態を示しており、ｘ軸方向の任意の値
（ｘ３）におけるウインドウとしてのオブジェクトの例である。
【００２８】
そして、ａはオブジェクトの一つであるベジエ曲線の閉領域で描画された星型オブジェク
ト、ｂはオブジェクトの一つであるベジエ曲線の閉領域で描画された三角形型オブジェク
ト、ｃはオブジェクトの一つであるベジエ曲線の閉領域で描画された丸型オブジェクトを
示している。
ｘ軸方向の基準値（ｘ１）におけるウインドウ４１において、ｗ４１は外枠ウインドウ４
１の幅、ｘ４１ａはウインドウ４１におけるオブジェクトａのｘ軸方向の位置座標、ｘ４
１ｂはウインドウ４１におけるオブジェクトｂのｘ軸方向の位置座標、ｘ４１ｃはウイン
ドウ４１におけるオブジェクトｃのｘ軸方向の位置座標である。
【００２９】
更に、ｘ軸方向の基準値（ｘ２）におけるウインドウ４２において、ｗ４２はウインドウ
４２の幅、ｘ４２ａはウインドウ４２におけるオブジェクトａのｘ軸方向の位置座標、ｘ
４２ｂはウインドウ４２におけるオブジェクトｂのｘ軸方向の位置座標、ｘ４２ｃはウイ
ンドウ４２におけるオブジェクトｃのｘ軸方向の位置座標である。
【００３０】
本実施の形態例では図４に示す例に限らず、編集処理装置１２で編集可能な全ての枠オブ
ジェクトに対して、第１のサイズ（基準値ｘ１、ｙ１）におけるオブジェクト及び当該オ
ブジェクトの描画属性と、第２のサイズにおける（基準値ｘ２、ｙ２）におけるオブジェ
クト及び当該オブジェクトの描画属性を例えばデータ記憶装置１５内に保持している。そ
して、以下の４３に示す例と同様にしてあらゆるサイズへの変更時のオブジェクトの描画
に対処可能としている。
【００３１】
即ち、任意のサイズへのオブジェクトの変倍が指定されると、第１のサイズでの描画属性
と第２のサイズでの描画属性とを比較し、両描画属性間の変化量より指定された任意のサ
イズとした場合の描画属性を求め、サイズ変更に応じたオブジェクトの描画属性を決定す
る。
このようにして決定されたｘ軸方向の任意の値（ｘ３）における外枠ウインドウとしての
オブジェクト４３において、ｗ４３はウインドウ４３の幅、ｘ４３ａはウインドウ４３に
おけるオブジェクトａのｘ軸方向の位置座標、ｘ４３ｂはウインドウ４３におけるオブジ
ェクトｂのｘ軸方向の位置座標、ｘ４３ｃはウインドウ４３におけるオブジェクトｃのｘ
軸方向の位置座標である。
【００３２】
ウインドウ４３の星型オブジェクトａの描画位置を示す描画属性ｗ４３ａは、ウインドウ
４１の幅ｗ４１に対する星型オブジェクトａの描画位置ｗ４３ａの割合と、ウインドウ４
２の幅ｗ４２に対する星型オブジェクトａの描画位置ｗ４２ａの割合の変化量より、ウイ
ンドウ４３の大きさに対する幅ｗ４３と星型オブジェクトａの描画位置ｗ４３ａの割合を
求めて、任意のサイズでの星型オブジェクトａの描画位置属性とする。
【００３３】
これは、三角形型オブジェクトｂ、丸型オブジェクトｃの描画位置属性４３ｂ、４３ｃに
ついても同様である。更に、星型オブジェクトａ、三角形型オブジェクトｂ、丸型オブジ
ェクトｃの各オブジェクトの描画時の各図形の幅についても同様に、４１と４２との各オ
ブジェクトの各図形の幅の変化量の比較より、任意のサイズにおける各図形の幅を決定す
る。
【００３４】
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図５は、各オブジェクトの持つデータ構造の一例として、星型オブジェクトａの持つ属性
の一部を示す図である。
図５において、５０１は図形の種類を示すデータ、５０２は図４に示すｘ軸方向の最小基
準値ｘ１におけるウインドウ内のオブジェクトの位置座標としてのベジエ曲線データ、５
０３は図４に示すｘ軸方向の最大基準値ｘ２におけるウインドウ内のオブジェクトの位置
座標としてのベジエ曲線データ、５０４は星形図形描画のためのベジエ曲線の結合開始フ
ラグデータである。
【００３５】
５０５は星形図形描画のためのベジエ曲線データ、５０６は星形図形描画のためのベジエ
曲線の結合終了フラグデータ、５０７は星形図形オブジェクトに背景を付けるために行う
マスクのためのベジエ曲線のマスク結合開始フラグデータ、５０８はマスク設定のための
ベジエ曲線データ、５０９はマスク設定のためのベジエ曲線データの結合終了フラグデー
タ、５１０は星形図形に埋め込む画像や文字の領域を設定するためのベジエ曲線データ、
５１１は星形図形に埋め込む画像や文字のデータである。
【００３６】
図６は図５に示す属性を持つオブジェクトの表示例を示す図である。図６に示す例では、
星形図形に埋め込まれている（はめ込まれている）図形は、この星が他図形よりはみ出る
部分は自動的に削除した形で表示され、例えば図４に示す様に星形図形が変倍された時に
は表示される図形の範囲が変動することになる。なお、この場合において、画像の中心は
変更されず、別途入力装置１１で張り付けられた時の位置関係が保持される。
【００３７】
図７は図４における各オブジェクトのｘ軸方向の座標の変化の一例を示す図である。
図７において、７１は図４の外枠ウインドウにおけるｘ軸方向の最大値、７２は図４の外
枠ウインドウにおけるｘ軸方向の最小値、７３は図４のオブジェクトａのｘ軸方向の位置
座標、７４は図４のオブジェクトｂのｘ軸方向の位置座標、７５は図４のオブジェクトｃ
のｘ軸方向の位置座標である。
【００３８】
本実施の形態例においては、原則的には描画位置属性は上述した第１のサイズのオブジェ
クトと描画位置と第２のサイズのオブジェクトと描画位置とのサイズと描画位置の変化割
合より一義的に決定するのであるが、例えば図４の例でいえば丸型図形や星形図形は、第
１のサイズと第２のサイズ間で描画属性の描画位置にかなりの変動が有り、例えば第２の
サイズのオブジェクトよりかなり大きなサイズに変倍指定した場合には、このままでは外
枠の外側に飛び出てしまい、極端な場合には外枠内より消えてしまうことにもなる。この
ような事態は好ましくないため、本実施の形態例においては、第１のサイズと第２のサイ
ズ間以外のサイズが指定された場合には、その変化割合より描画可能な最大の大きさの範
囲内で外枠の中に全てのオブジェクトが納まるように描画するための描画位置の制御が行
われる。
【００３９】
即ち、図７に示す例では、星形図形描画位置７３がｘ１とｘ２間の変化割合のまま描画位
置を変化させていくと、７３ｂに示すような描画位置になり、ｐ１に示す位置で外枠の外
側に到達してしまう。このため、ｘ２の外側においてはサイズ０の（大きさ０の）位置よ
りｘ２の時点の星形図形ａの位置をむすぶ直線７３ａの延長線上位置に対応する位置を描
画位置として外枠７１の外側にくることがないように描画位置の変化割合を制御する。
【００４０】
これは、丸型図形ｃについても同様である。即ち、丸型図形ｃにおいては、ｘ１とｘ２間
の変化割合のまま描画位置を変化させていくと、７５ｂに示すような描画位置になり、ｐ
２に示す位置で外枠の外側に到達してしまう。このため、ｘ２の外側においてはサイズ０
の（大きさ０の）位置よりｘ２の時点の丸形図形ｃの位置をむすぶ直線７５ａの延長線上
位置に対応する位置を描画位置として外枠７２の外側にくることがないように制御する。
【００４１】
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これらの制御はｙ方向についても全く同様である。
以上の説明した本実施の形態例によれば、オブジェクト集合体のサイズが変更された場合
に、オブジェクト集合体を構成する各オブジェクトが保持しているサイズ変更を加えた場
合の各々の持つ属性に基づいた描画を行った結果として、オブジェクトの位置や大きさに
ついて、オブジェクト集合体の持つ意図から、何ら違和感無く描画が行えたことにある。
更に、オブジェクトに外枠が設定されている場合には、オブジェクトの変倍が行われても
、オブジェクト集合体の持つ意図から大きく外れることなく変倍後のオブジェクトが枠の
外側にはみ出ることを防止できる。
【００４２】
図３に示す処理を実行した場合の具体的な例として、図４に示すオブジェクト群の変倍描
画処理の場合を例として説明する。
図４において、外枠ウインドウ４１の右端や右下部分をマウスで引っ張りサイズ変更を行
う（Ｓ３１）と、ウインドウを構成するオブジェクトの一つひとつのオブジェクトに対し
て、ｘ軸方向の最小基準値ｘ１とｘ軸方向の最大基準値ｘ２の範囲での変更であるか否か
を判断（Ｓ３２）する。
【００４３】
この時、ｘ１とｘ２の範囲内であればｘ１とｘ２との写像の中でオブジェクトの持つ属性
をもとに位置座標を決定する。また、変更がｘ２よりも大きく、かつｘ１とｘ２との写像
の延長線がｘ軸方向の最大値３１と最小値３２に交差しない場合は、ｘ１とｘ２との写像
の中で、オブジェクトの持つ属性をもとに位置座標を決定する。
【００４４】
一方、変更がｘ２よりも大きく、かつｘ１とｘ２との写像の延長線がｘ軸方向の最大値３
１と最小値３２に交差する場合（ｐ１、ｐ２）は、ｘ２の位置から比例的に位置座標を決
定する。また、変更がｘ１よりも小さく、かつｘ２とｘ１との写像の延長線がｘ軸方向の
最大値３１と最小値３２に交差しない場合は、ｘ１とｘ２との写像の中でオブジェクトの
持つ属性をもとに位置座標を決定する。
【００４５】
また、変更がｘ１よりも小さく、かつｘ２とｘ１との写像の延長線がｘ軸方向の最大値３
１と最小値３２に交差する場合は、限界値ｘ０までは、ｘ１の位置から比例的に位置座標
を決定する。
以上のように、オブジェクト集合体のサイズ変更にあたっては、オブジェクトが各々保持
している属性と、２点以上の基準値を踏まえ、新たな属性を決定（Ｓ３３）する。
【００４６】
例えば、図４において、オブジェクト４３を見ると、ｘ軸方向の変化ｘ３は、基準値ｘ１
と基準値ｘ２の範囲にあり、ｘ１とｘ２との写像の中で、各オブジェクト（ a，ｂ，ｃ）
が変化している。この場合、オブジェクトａを見ると、変更後のサイズｗ４３により、ａ
の描画位置ｘ４３ｂは、図５に示すベジエ属性ｆ（ｗ４３）にて決定される。その他のオ
ブジェクトにおいても、個々の属性に応じて決定される。
【００４７】
このように、全てのオブジェクトについて一つひとつの属性を決定し、全てのオブジェク
トについて属性を決定したならば（Ｓ３２）、決定された新たな属性によって、全てのオ
ブジェクトを描画（Ｓ３４）する。
なお、新たな属性によるオブジェクトの描画は、ステップＳ３４に示すように、全ての属
性が決定した後でまとめて全てのオブジェクトを描画する方法だけでなく、一つひとつ属
性を決定すると即座に描画する方法も考えられる。
【００４８】
図４においては、横方向（ｘ方向）のサイズ変更のみの説明しているが、縦方向（ｙ方向
）も同様に属性が設定されており、様々な位置に様々な大きさのオブジェクトを、ウイン
ドウ内に意図的に配置できる。
以上説明したように本実施の形態例によれば、オブジェクト集合体のサイズが変更された
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場合に、オブジェクト集合体を構成する各オブジェクトが保持しているサイズ変更を加え
た場合の各々の持つ属性に基づいた描画を行った結果として、オブジェクトの位置や大き
さについて、オブジェクト集合体の持つ意図から、何ら違和感無く描画が行える。
【００４９】
次に、枠内に埋め込まれる（はめ込まれる）文書情報あるいは画像情報の取扱い及び枠属
性との関係を説明する。
以上の様にして枠の大きさの設定を行うことになるが、本実施の形態例においては、デー
タ記憶装置１５には、予め複数の枠がテンプレートとして登録されており、また、はめ込
むべく画像情報、文書情報などもそれぞれ登録されている。そして、表示装置１３の表示
画面を用いて必要に応じて所望の枠、図形、文書等を選択し、それらを任意に組合わせて
印刷装置１４より印刷出力させることができる。
【００５０】
また、文書情報及び画像情報は、組合わせの任意の段階で別途入力装置１１より入力して
埋め込むことも可能に構成されている。
以下、本実施の形態例における枠の選択処理及び枠への埋め込み処理の詳細を説明する。
まず、枠（フォトフレーム）への画像データの埋め込み処理を図８のフローチャートを参
照して説明する。図８は本実施の形態例における枠の選択処理及び枠への画像データの埋
め込み処理を示すフローチャートである。
【００５１】
操作者はステップＳ５１で画像データ及び画像データを埋め込むフォトフレームの選択を
行う。この選択は例えば以下の手順で行う。表示装置１３の表示画面に予めデータ記憶１
５に登録されている複数の画像を例えば画面に右側に縮小して一覧表示し、表示された画
像データ中の所望の画像を入力装置１１のマウスでダブルクリックすることにより当該画
像が選択され画面の左側に拡大された図形として表示させる。
【００５２】
又は、所望の画像をマウスで選択して移動させ、左画面に重ねておくことにより、表示を
させてもよい。更に、入力装置１１にスキャナや、ＣＤＲＯＭ装置、ＦＤ装置、デジタル
カメラ等の画像入力装置が備えられている場合には、係る画像入力装置より画像データを
読み込んで読み込んだ画像を所定の大きさの画像データとして画面の左側に表示させる。
【００５３】
続いて操作者は、表示装置１３の表示画面に予めデータ記憶１５に登録されている枠のう
ち画像データを埋め込むべく予め設計された枠であるフォトフレーム選択画面を表示させ
る。そして、表示されたフォトフレーム中の所望のフォトフレームを選択する。この選択
は、例えば入力装置１１に備えられているマウスをダブルクリックすることにより行う。
【００５４】
又は、所望のフォトフレームをマウスで選択して移動させ、画像データの上へ重ねること
により行ってもよい。
以下の説明は、画像データとして矩形の画像データを選択し、フォトフレームとして円形
のフォトフレームを選択した場合を例に行う。
ステップＳ５１で画像データをフォトフレームの選択が終了した場合には、続くステップ
Ｓ５２で画像データの矩形領域データＸｅの抽出をする。なお、ここでは、正置された（
回転していない）包括矩形領域を抽出する。この抽出状態を図９に示す。図９はこの包括
矩形領域の抽出状態を説明するための図である。
【００５５】
次にステップＳ５３で編集処理装置１２は選択されたフォトフレームの枠内（表示領域）
の矩形領域を求める。即ち、選択された画像データの画像フレームを構成する閉ベジエ曲
線で定義される領域をもとに、同じく正置された（回転していない）包括矩形領域データ
Ｘｅ’の抽出をする。
続いてステップＳ５４で画像データの矩形領域データＸｅからフォトフレームの矩形領域
データＸｅ’への写像を行う変換関数ｆ（ｘ）を求める。そして、ステップＳ５５で変換
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関数ｆ（ｘ）をもとに、上述した方法によりフレームオブジェクトＣ２の変換を行い、画
像の大きさに応じて変倍された新たなフレームオブジェクトＣ２’を求める。
【００５６】
次にステップＳ５６で、画像フレームと画像データの貼り付けを行うため、求めた新たな
フレームオブジェクトＣ２’の画像フレームの画像データ格納領域へ画像データＸｅを埋
め込み結合する。そしてステップＳ５７で新たな画像フレームを持った画像データの結合
オブジェクトとしてデータ記憶装置１５に格納し、同時に表示装置１３の表示画面に表示
する。この表示された状態を図１０に示す。図１０は選択された枠内に選択された画像デ
ータが埋め込まれた状態を示す図である。
【００５７】
以上説明したように本実施の形態例によれば、フォトフレームに画像データを埋め込む場
合には、画像データが基本となり、フォトフレームは画像データの包括矩形領域の抽出状
態により上述した変倍処理における変倍が行われ、フォトフレームの基本態様を変更せず
に画像データに合わせた形状としてはめ込みが行える。
【００５８】
次に、この様にして選択された画像にフォトフレームを割り当てて画像の埋め込みを行な
った結果、フォトフレームの置き換えを行う場合の処理を図１１を参照して説明する。図
１１は本実施の形態例におけるフォトフレームの置き換え処理を示すフローチャートであ
る。
フォトフレームの置き換えを行う場合には図１１のステップＳ６１において、再びフォト
フレームのテンプレートを画面の右側に表示させ、置き換えるべき新たなフォトフレーム
を例えば入力装置１１のマウスでダブルクリックするなどしてデータ記憶装置１５のデジ
タルライブラリデータより選択し、新しいフレームデータの編集を開始させる。または、
置き換えるべきフレームをマウスで選択して移動させ、画像データを結合表示されている
フレームに重ねることにより置き換えても良い。
【００５９】
この場合、続くステップＳ６２で新しいフレームデータの作成を行う。このフレームデー
タの作成は、上述した図８に示すステップＳ５２～ステップＳ５５の処理を新たなフレー
ムに対して行うことによりフレームデータ（フレームオブジェクト）を作成することにな
る。
そして、ステップＳ６３において、新たに得られたフレームオブジェクトに対して画像デ
ータのリンクを行い、新しいフレームデータ結合する。
【００６０】
続いてステップＳ６４で、今まで表示されていた古い画像フレームデータを削除する。そ
してステップＳ６５で新たな画像フレームが配置された画像データとしてデータ記憶装置
１５に格納する。同時にステップＳ６６で表示装置１３に表示を行う。このようにしてフ
ォトフレームが変更された表示例を図１２に示す。
以上の様にして容易にフォトフレームの置き換えが可能となる。
【００６１】
本実施の形態例においては、以上の画像データに加え、文字データも取り扱うことができ
、文字枠フレームに組み込むことが可能である。この文字データは、予めデータ記憶装置
１５に記憶させておき、これを読み出してきて使用しても良いが、入力装置１１の例えば
キーボード等より直接入力することも可能である。まず、この入力装置１１よりの文字デ
ータの入力処理（文字ラベルの作成処理）を図１３のフローチャートを参照して説明する
。図１３は本実施の形態例における文字データの作成処理を示すフローチャートである。
【００６２】
文字枠選択を行うと、画面の左側の表示領域に図１４に１３０で示す一定の矩形領域を持
つ文字枠が表示され、枠の左上よりの文字入力を許容する状態となる。そして文字が未入
力の状態では図１４に示すガイダンスが表示され、一文字でも入力されるとこのガイダン
スは消えて入力文字が表示される。
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なお、本実施の形態例においては、原則として常時文字に入力は可能な状態にあり、図１
４に示す文字枠は常時設定された状態である。この結果、いつでも文字を入力すれば図１
４に示す文字枠の左上の部分より表示されていることになる。そして、文字枠選択を行う
と文字枠の範囲が自動表示される状態となるのである。
【００６３】
そして文字が入力されると入力された文字が枠内に表示される。その時、ステップＳ７２
で入力された文字を枠内に連続して表示可能か否かを調べる。表示可能な場合にはステッ
プＳ７６に進み、入力が終了してこの文字枠が選択されたか否かを調べる。選択されてい
ない場合にはステップＳ７１に戻り、次の入力に備える。
【００６４】
ステップＳ７２で、枠内に連続して表示できない場合、即ち枠よりはみ出る場合にはステ
ップＳ７３に進み、列方向にあふれたのか、あるいは行方向にあふれたのかを調べる列方
向にあふれた場合にはステップＳ７４に進み、直前の文字で改行して新たに入力された文
字を次の行の枠内の先頭に表示する。そしてステップＳ７３に戻る。
【００６５】
一方、ステップＳ７３で行方向にあふれていた場合にはステップＳ７５に進み、枠を１行
分広げて入力文字を枠内に納めてステップＳ７６に進む。このようにして順次入力を続け
、この入力結果を有効として登録する場合には入力終了を指示して作成した文字枠及び文
字枠内の文字情報を有効情報とする。
このようにして登録される文字枠及び文字データは、例えば以下のデータ構造を持つ。矩
形領域を持つ文字枠のデータ構造は、文字枠の矩形領域を定義するベジエ閉曲線データ（
矩形領域）、文字枠に文字を配置するための書式情報、文字枠に配置される文字情報より
構成されている。
【００６６】
このようにして、矩形文字配置領域オブジェクトを持つ文字枠オブジェクトが生成される
。
次に、以上の様にして作成した文字枠オブジェクトを文字枠フレームへ埋め込む処理を図
１５のフローチャートを参照して説明する。図１５は本実施の形態例における文字枠フレ
ームへ文字データ（文書データ）を埋め込む処理を示すフローチャートである。任意の文
字枠オブジェクト（以下文字枠）の矩形領域の外側に、常にサイズ等の違和感なく任意の
文字枠フレーム（文字ラベル）を結合することが可能となる。
【００６７】
まずステップＳ８１でデータ記憶装置１５に登録されている文字を埋め込み可能な文字枠
フレームを画面の右側に多数表示させ、所望の文字枠フレームをフォトフレームと同様に
して選択すると共に、例えばテンプレートに登録しておいた文字枠（文字データ）を選択
する、あるいは、予め文字を上述した様にして入力し、所望の文字枠フレームを選択する
。そして、文字枠フレームと文字データとの結合処理を開始させる。
【００６８】
続くステップＳ８２で編集処理装置１２は、選択された文字枠オブジェクトのベジエ閉曲
線データ（矩形領域）より矩形文字枠における矩形領域データＸｊを得る。更にステップ
Ｓ８３で編集処理装置１２は、選択された文字枠フレーム（文字ラベル）を構成する矩形
文字枠領域から矩形領域データＸｌを得る。
そしてステップＳ８４で矩形領域データＸｌから矩形領域データＸｊへの写像を行う変換
関数ｆ（ｙ）を求める。続いてステップＳ８５で、変換関数ｆ（ｙ）をもとに上述したフ
レームの変倍処理方法により文字枠フレーム（文字ラベル）Ｆｍの変換（変倍）を行い、
文字枠の大きさに対応した新たな文字ラベルＦｍ’を得る。
【００６９】
次にステップＳ８６で新たな文字ラベルＦｍ’の書式情報へ、文字枠の書式情報を設定す
る。そしてステップＳ８７で文字ラベルＦｍ’の文字データ領域（枠内の領域）へ、文字
枠の文字データを埋め込む。この文字ラベルの文字データ領域は文字枠の文字データ領域
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を十分カバーする大きさに設定されたおり、文字枠フレームに位置付けた意図に沿った、
違和感の無いオブジェクト集合体の描画処理とすることができる。
【００７０】
このため、ステップＳ８８でこれを新たな文字ラベルを持った文字枠の結合オブジェクト
として、データ記憶装置１５に格納し、同時にステップＳ８９で表示装置１３に表示を行
う。そして当該処理を終了する。
なお、この文字ラベルと文字データの結合において、文字ラベルには中に埋め込まれる文
書データの属性を決定するデータも含ませることができ、このような属性が設定されてい
る場合にはこの枠に付随する属性に従って文書データの埋め込み結果が決められる。
【００７１】
例えば、文字ラベルがカラーラベルであり、枠部分の色とのバランス上文字の表示色も決
められている場合が有りこの様な場合には予め決められた色での埋め込みとなる。また、
フレームが一定の角度を持って表示されるようにデザインされている場合には、文字デー
タも一定の角度を持って丁度選択された文字ラベルの中に納まるように傾いた形で表示さ
れる。画像データの場合には、回転させるか否かを選択できるように構成することが望ま
しいが、文書データの場合には納まる具合が限られることより、フレームの属性を優先さ
せることとしている。　次に、この様にして選択された文字枠に文字ラベル（文字枠フレ
ーム）を割り当てて文字データの埋め込みを行なった結果、文字ラベルの置き換えを行う
場合の処理を説明する。この場合にも基本的には上述した図１１に示すフォトフレームの
置き換え処理と同様の処理により置き換えが行われる。
【００７２】
文字ラベルの置き換えを行う場合には、再び文字ラベルのテンプレートを画面の右側に表
示させ、置き換えるべき新たな文字ラベルを例えば入力装置１１のマウスでダブルクリッ
クするなどしてデータ記憶装置１５のデジタルライブラリデータより選択し、新しい文字
ラベル置き換えの処理を開始させる。または、置き換えるべき文字ラベルをマウスで選択
して移動させ、文字枠に文字ラベルが結合表示されているデータの上に重ねることにより
置き換えてもよい。
【００７３】
この場合、上述したように新たに選択された文字ラベルの文字枠の大きさに応じて変倍し
、新しい文字ラベルデータの作成を行う。この文字ラベルの作成は、上述した図８に示す
ステップＳ５２～ステップＳ５５の処理を新たな文字ラベルに対して行うことにより文字
ラベルデータ（フレームオブジェクト）を作成することになる。
【００７４】
そして、新たに得られた文字ラベルオブジェクトに対して文字データのリンクを行い、新
しいフレームデータ結合を行う。その後、今まで表示されていた古い文字ラベルデータを
削除する。そして新たな文字ラベルが配置された文字データとしてデータ記憶装置１５に
格納する。同時に表示装置１３に表示を行う。このようにして文字ラベルの置き換えが可
能となる。
【００７５】
以上の様にして文書データと文字枠フレーム（文字ラベル）との結合が行われ、又、画像
データとフォトフレームとの結合が行われる。
本実施の形態例においては、このようにして所望の画像データ（例えば写真）や文字デー
タを自在に予め設定されたフレーム内に収めることができる。
更に、以上の説明では、文字データは文字ラベル内に収納され、画像データがフォトフレ
ーム内に埋め込まれたが、文字データと画像データの両方を埋め込むことが可能なフレー
ムも存在する。このフレームを選択した場合には、フレーム中の任意の領域を文字領域、
画像領域に振り分けることができる。
【００７６】
最後に、この様にしてフレームと文字又は画像が一体として結合されたフレームの大きさ
を変え、変倍処理を行う場合のフレームと埋め込まれる文字又は画像との関係を説明する
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。
本実施の形態例においては、画像データはいかなる場合であっても変倍処理は行なわず、
例えばフレームを拡大すればフレームの中心に画像データがくるように位置決めして埋め
込み、フレームを縮小した場合にも画像データはフレームの中心にくるように配置してフ
レームよりはみ出す部分は表示しないように制御する。又、文字と画像の両方が生め込み
可能に構成されているフレームの場合には、フレーム全体に対する画像フレームの位置関
係を維持してこの位置関係が変わらないようにフレームの拡大縮小を行う。
【００７７】
但し、本実施の形態例においては、フレーム中の文字と画像が混在し、画像データの領域
が予め指定されている場合には、フレーム全体の大きさが大きくなっても、又小さくなっ
ても、画像データ領域の大きさは変えない。従って、表示位置だけが変更となるわけであ
る。但し、別途の処理において画像領域の位置関係を変更することは可能である。
【００７８】
このように、画像データの割り当てられた領域の大きさを変更しないこととしたのは、以
下の理由からである。
（１）文字と画像が混在する場合において、文字が主体である場合には画像は挿絵的なも
のであり、大きさが変わってかえって不具合が生じるからである。
（２）一方、画像が主体の場合には、予め最適な大きさに画像を設定してトリミングして
いると考えられることより、むやみに表示範囲を広げることが避けたいことと、このよう
な場合における画像データの説明を行う文字部分の分量を増やしたい場合が考えられるか
らである。
【００７９】
次に、文字枠に対するフレームの変倍処理について説明する。
本実施の形態例においては、文字枠の変倍処理の大きな特徴を有しており、図１６に示す
変倍処理が行われる。
即ち、まずステップＳ１０１で編集装置１２は、サイズが変更されたのは縦方向のみか、
横方向のみか、あるいは縦方向と横方向の両方かが判断される。縦方向と横方向の両方か
変倍指定された場合にはステップＳ１０２に進み、変更後の文字枠フレーム（文字領域と
画像領域が混在する場合には文字領域）の枠内のサイズを算出し、元のサイズに対する変
倍率を算出する。
【００８０】
そしてステップＳ１０３で算出した変倍率に従って元のフレーム内に埋め込まれていた、
文字枠オブジェクトの大きさを変更し、丁度変倍後のフレーム中に納まるようにして埋め
込み、新たな文字ラベルが配置された文字データとしてデータ記憶装置１５に格納する。
そして変倍処理を終了する。
一方、ステップＳ１０２で縦方向又は横方向のみの変倍であった場合にはステップＳ１１
０に進み、変倍後のフレームサイズを算出する。そして、続くステップＳ１１１で変更後
のフレームサイズ内に変更前の文字枠データ（文字データ）をフレームの基準初期位置よ
りはめ込んでみて行の最終桁の文字がフレームよりはみ出るか否かを調べる。はみ出ない
場合にはステップＳ１１３に進む。
【００８１】
一方、はみ出る場合にはステップＳ１１２に進み、はみ出る最初の行の文字列をはみ出な
い位置で改行する。そしてステップＳ１１３に進む。
ステップＳ１１３では、１行の文字列の最後の桁が枠からはみ出ておらず、且つ最後の桁
の次にスペースが有るか否かを調べる。そして、スペースがなければ当該変倍処理を終了
する。スペースが有ればステップＳ１１４に進み、そのスペースが有る次の行が存在ステ
ップるか否かを調べる。次の行が存在しなければ当該処理を終了する。
【００８２】
一方、ステップＳ１１４で次の行が有る場合にはステップＳ１１５に進み、当該スペース
の有る文字列の改行をなくして連続した文字列としてステップＳ１１１に戻す。この改行
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をなくした結果、文字列がフレームからはみ出した場合にはステップＳ１１２ではみ出さ
ないように改行されることになる。
以上の処理は、フレーム内が全て文字領域である文字ラベルの場合のほか、文字領域と画
像領域が混在している場合にも適用され、混在している場合には上述したように画像領域
に大きさの変更は無いことより、文字領域のみが変動することになる。
【００８３】
【他の実施形態】
なお、本発明は、複数の機器（例えばホストコンピュータ，インタフェイス機器，リーダ
，プリンタなど）から構成されるシステムに適用しても、一つの機器からなる装置（例え
ば、複写機，ファクシミリ装置など）に適用してもよい。
また、本発明の目的は、前述した実施形態の機能を実現するソフトウェアのプログラムコ
ードを記録した記憶媒体を、システムあるいは装置に供給し、そのシステムあるいは装置
のコンピュータ（またはＣＰＵやＭＰＵ）が記憶媒体に格納されたプログラムコードを読
出し実行することによっても、達成されることは言うまでもない。
【００８４】
この場合、記憶媒体から読出されたプログラムコード自体が前述した実施形態の機能を実
現することになり、そのプログラムコードを記憶した記憶媒体は本発明を構成することに
なる。
プログラムコードを供給するための記憶媒体としては、例えば、フロッピディスク，ハー
ドディスク，光ディスク，光磁気ディスク，ＣＤ－ＲＯＭ，ＣＤ－Ｒ，磁気テープ，不揮
発性のメモリカード，ＲＯＭなどを用いることができる。
【００８５】
また、コンピュータが読出したプログラムコードを実行することにより、前述した実施形
態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムコードの指示に基づき、コンピュータ
上で稼働しているＯＳ（オペレーティングシステム）などが実際の処理の一部または全部
を行い、その処理によって前述した実施形態の機能が実現される場合も含まれることは言
うまでもない。
【００８６】
さらに、記憶媒体から読出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機能拡
張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書込まれた後、
そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡張ユニットに備わる
ＣＰＵなどが実際の処理の一部または全部を行い、その処理によって前述した実施形態の
機能が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
【００８７】
本発明を上記記憶媒体に適用する場合、その記憶媒体には、先に説明したフローチャート
に対応するプログラムコードを記憶媒体に格納することになる。
【００８８】
【発明の効果】
以上説明したように本発明によれば、文字枠や図形や画像を縁取る枠や、グループ化図形
を、オブジェクト集合体として捉え、このオブジェクト集合体のサイズを変更した場合に
、その枠やグループ化図形に対して位置付けた意図に沿った、違和感の無いオブジェクト
集合体の描画処理を行う、オブジェクトによって構造化されたオブジェクト集合体を処理
する画像処理装置及び方法を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る一発明の実施の形態例を示す全体の概略ブロック図である。
【図２】本実施の形態例におけるオブジェクト集合体の一例である４つのオブジェクトで
構成されたウインドウの例を示す図である。
【図３】図２に示す処理における編集処理装置の制御フローチャートの一例を示す図であ
る。
【図４】本実施の形態例におけるサイズ変更時の属性の決定方法を説明するための図であ
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る。
【図５】本実施の形態例における星型オブジェクトａの持つ属性の一例を示す図である。
【図６】図５に示す属性を持つオブジェクトの表示例を示す図である。
【図７】図４における各オブジェクトのｘ軸方向の座標の変化の一例を示す図である。
【図８】本実施の形態例における枠の選択処理及び枠への画像データの埋め込み処理を示
すフローチャートである。
【図９】本実施の形態例における画像データの包括矩形領域の抽出状態を説明するための
図である。
【図１０】本実施の形態例におけるフォトフレーム内に選択された画像データが埋め込ま
れた状態を示す図である。
【図１１】本実施の形態例におけるフォトフレームの置き換え処理を示すフローチャート
である。
【図１２】本実施の形態例におけるフォトフレームの置き換え結果を示す図である。
【図１３】本実施の形態例における文字データの作成処理を示すフローチャートである。
【図１４】本実施の形態例における文字データの入力文字枠を説明するための図である。
【図１５】本実施の形態例における文字枠フレームへ文字データを埋め込む処理を示すフ
ローチャートである。
【図１６】本実施の形態例における文字枠フレームへの文字データを埋め込み終了後のフ
レーム変倍処理を示すフローチャートである。
【図１７】従来のフレーム変倍例を説明するための図である。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】
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【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】
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